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4割が取組中と回答
　上記白書から、リスキリングに取り組んでい
る経営者の割合をまとめると、表1のとおりで
す。
　　

　リスキリングに取り組んでいる経営者は、
44.6％となりました。反対に、今後も取り組む
意向はないとする割合は16.1％にとどまってい
ます。数年のうちに取り組みたいとする割合も
含めて、 8割以上の経営者がリスキリングに前
向きであることがうかがえます。

書籍やセミナー受講が中心
　次に、リスキリングに取り組んでいる経営者
の具体的な取組内容をまとめると、表2のとお
りです。

　書籍・セミナー受講等による知識の収集が
75.2％、次いで、社外での勉強会への参加が
57.4％となりました。経営者のリスキリングは、
外部からの知識の収集が中心的な取組となっ
ています。

業績の向上にも寄与
　白書によると、経営者がリスキリングに取り
組んでいる企業の方が、取り組んでいない企業
に比べて売上高増加率の水準が高くなってい
るということです。

　また、経営者がリスキリングに取り組んでい
る企業の方が、取り組んでいない企業よりも、
従業員に対してリスキリングの機会を提供して
いる割合が高いという結果も出ています。こう
した取組が業績の向上にも寄与していること
がうかがえます。

　リスキリングへの取組に関連した助成金が
創設されるなど、国もリスキリングを推進してい
ます。従業員はもちろん、経営者もリスキリング
に取り組む価値があるようです。

中小企業経営者の4割が取り組む
リスキリング
業務で必要となる新しい知識や技術を学ぶことを意味する、 “リスキリング”が注目を集めてい
ます。ここでは、 今年4月に発表された中小企業白書※から、中小企業経営者（以下、経営者）の
リスキリングへの取組状況などをみていきます。

※中小企業庁「2023年版中小企業白書」
　ここで紹介したデータは、白書 221～ 227ページで紹介された調査結果（回答数 2,709）によるものです。ここでのリスキリングは、今の職業で必要とされ
るスキルの大幅な変化に適応するために、必要とされるスキルを獲得することをいいます。詳細は次の URLのページから確認いただけます。
https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/2023/PDF/chusho.html

取り組んでいる 44.6
取り組んでいないが、数年のうちに取り組みたい 39.3
取り組んでおらず、今後も取り組む意向はない 16.1

中小企業庁「2023年版中小企業白書」より作成

【表1】 リスキリングへの取組状況 （％）

書籍・セミナー受講等による知識の収集 75.2
社外での勉強会への参加 57.4
新しいツール・設備の導入やプロジェクトを
通じた学習と実践機会の確保 35.3

新しいスキルに関する資格取得 27.2
社内での勉強会への参加 26.5
大学での講座受講・学位取得 2.4
その他 2.5

【表2】 リスキリングの取組内容 （複数回答、％）

中小企業庁「2023年版中小企業白書」より作成
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